
緊急避妊とは、現時点で妊娠・出産を希望しない女
性が、避妊対策なしで行った性交の後やいずれかの避
妊対策は行ったもののその対策が不十分だった性交の
後に、緊急回避的に妊娠を阻止することを言います。
緊急避妊の方法自体は複数ありますが、わが国では「緊
急避妊薬（アフターピル）」と呼ばれている薬を内服
する方法が最もよく選択されています。この緊急避妊
薬（アフターピル）は、2011年に厚生労働省より正

けいこう

式に認可された薬ですが、通常の経口避妊薬（低用量
ピル）と同様に、医療保険の適応にはならず自由診療
の薬という扱いになります。婦人科がある病院ないし
クリニックに受診すれば、処方してもらえます。服用
方法は極めて簡単で、性交をしてから72時間以内の
できるだけ早い時期にこの薬を1錠服用するだけです。
これを服用することで、希望しない妊娠を阻止できる
可能性はかなり高まりますが、それでも100％回避
できる訳ではありません。また、低用量ピルと異なり、
わずか1錠のみの服用ですので、重い副作用はほとん
どありませんが、低用量ピルにも認められることがあ

おうと

る服用後の吐き気ないし嘔吐がみられることがありま
す。特に服用後2～3時間以内に嘔吐した場合には、
避妊効果が発揮されない可能性がありますので、再度
同じものを服用するかあるいは他の方法に変更する必
要があります。処方してもらった医療機関に相談をし
てください。
女性には、早ければ10歳前後から最長で50代半
ばくらいまでの約40年間、周期的（順調な場合は28
～30日ごと）に5～7日間くらい持続する子宮から
の出血がみられることは皆さんよくご存知のことと思
います。この現象を医学的には「月経（一般には生理

と呼ばれています）」と言いますが、月経を含めた1
か月ごとの周期的な変化（月経周期）は、妊娠が成立
したときの準備を行うために女性だけに与えられた機
能なのです。月経周期が28～30日と順調な場合、月
経の初日からおおよそ10～14日目くらいに、お腹の
中にある卵巣という臓器から1個の卵子が卵巣の外に
出ます（排卵）が、この排卵の前後の時期が最も妊娠
しやすい時期と言えます。もちろん、それ以外の時期
であっても、時に月経周期が乱れることがありますの
で、絶対に妊娠しないとは言い切れません。したがっ
て、アフターピルは、排卵前後だけでなく、月経周期
のどの時期であっても、性交をしてから72時間以内
であれば、服用する意義は十分にあると言えます。
アフターピルの服用後は、次の月経が確認できるま

では、できれば性交を控えるとともに、予定の時期に
いつも通りの出血量と期間にわたって月経が来たこと
をしっかり確認してください。もしも、月経が予定の
日より1週間以上遅れたり、予定の時期であってもい
つもと異なる出血の仕方や月経痛とは異なるお腹の痛
みなどがある場合には、妊娠の有無をしっかり確認す
るため、必ず医療機関を受診するようにしてください。
先にも書きましたように、アフターピルを服用しても、
100％妊娠を回避できる訳では決してありません。
最後に、現在一部の地域で試験的に運用されていま

すが、将来的にはアフターピルは一般の薬局での購入
が可能になるかもしれません。ただ、そのような時代
になっても、服用しただけで安心せず、その後の月経
がいつも通りに来たことをしっかり確認することを忘
れないようにしてください。

日曜・休日に実施している医療機関
月日 場所 施 設 名 科 目 電話（048） 場所 施 設 名 科 目 電話（048）
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3 和光 西谷医院 内、小、循内 461-2226 新座 梅沢皮フ科
クリニック 皮 042-472-5118

10 新座 田中内科医院 内、外、循内、
消内 477-3536 朝霞 なおあきクリニック 泌、腎内 467-7140

11 新座 志木南口クリニック
内、外、小、
消外、整外、
肛、リハ

485-6788 朝霞 あさか内科
クリニック

内、消内、外、
肛外 423-7773

17 朝霞 みやた内科
クリニック 内、消内 423-0406 新座 田口皮膚科医院 皮 470-2112

24 新座 新座内科おなか
クリニック 内、消内 424-5055 朝霞 さない耳鼻科

クリニック 耳 450-3710

31 朝霞 宮戸クリニック 外、内、整外、
肛 474-5103 志木 田島耳鼻咽喉科医院 耳 475-3308

日曜日、祝日に
開局している
薬局
下のコードから
確認できます。

緊急避妊薬（アフターピル）わたくしたちの健康
まき た かず や

朝霞地区医師会 牧田 和也
☎464-4666

午前10時～午後4時

※当番医は変更になる場合があります。確認してからお出かけください。
救急医療のお問い合わせ
●埼玉県南西部消防局 ☎460-0123 ●埼玉県救急電話相談 ♯7119（全国共通ダイヤル）または☎048-824-4199（ダイヤル回線、ＩＰ電話）
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